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提
案
理
由
の
説
明
に
先
立
ち
、
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。 

只
今
、
坂
田
誠
二
議
員
、
津
田
征
士
郎
議
員
、
上
野
美
恵
子
議
員
の
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
の
伝
達

式
が
執
り
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
御
受
章
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

永
年
に
わ
た
る
御
活
躍
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
市
発
展
へ
の
御
尽
力
に
対
し
、
衷

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
一
層
の
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

説
明
に
入
り
ま
す
前
に
、
四
点
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

ま
ず
、「
ワ
ー
ル
ド
ハ
ラ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
一
四
」
へ
の
参
加
及
び
「
ハ
ラ
ー
ル
産
業
開
発
公
社
」
と

の
覚
書
締
結
に
伴
う
マ
レ
ー
シ
ア
訪
問
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

去
る
四
月
九
日
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
ワ
ー
ル
ド
ハ
ラ
ー
ル

ウ
ィ
ー
ク
二
〇
一
四
」
に
、
主
催
者
か
ら
招
待
を
受
け
、
民
間
企
業
関
係
者
等
か
ら
な
る
経
済
訪
問
団
と

と
も
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
回
の
訪
問
で
は
、
世
界
各
国
の
ハ
ラ
ー
ル
関
係
者
約
千
人
が
集
ま
る
国
際
会
議
へ
の
参
加
や
、
ハ
ラ
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ー
ル
関
係
商
品
の
見
本
市
の
視
察
、
さ
ら
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
通
商
産
業
大
臣
と
の
意
見
交
換
や
現
地
旅

行
社
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
直
轄
の
「
ハ
ラ
ー
ル
産
業
開
発
公
社
」

と
協
力
関
係
を
確
認
す
る
覚
書
を
締
結
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
急
増
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム
観
光
客
か
ら
も
選
ば
れ
る
都
市
と
な
る
よ
う
、
ハ

ラ
ー
ル
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
ム
ス
リ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
行
い
ま
す

な
ど
、
ム
ス
リ
ム
市
場
に
も
開
か
れ
た
熊
本
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
桜
町
地
区
再
開
発
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

桜
町
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
四
月
二
十
二
日
に
再
開
発
事
業
の
都
市
計
画
を
決
定
し
、
そ
の
後
、

花
畑
地
区
を
含
め
た
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
各
区
で
説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

今
後
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
及
び
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
等
の
広
場
の
整
備
や
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
広
く
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
と
し
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て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
県
民
百
貨
店
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
案
内
の
と
お
り
、
先
日
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、

今
後
は
移
転
を
前
提
に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
の
九
州
産
交
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の
交
渉
や
取
締
役
会
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
国
が
公
募
し
て
お
り
ま
し
た
地
域
の
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
先
般
、

本
市
の
提
案
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
「
超
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
都
市
・
地
域
の
形
成
」
や
、
「
地
域
産

業
の
成
長
・
雇
用
の
維
持
創
出
」
に
つ
い
て
、
地
方
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
国
が
一
体

と
な
っ
て
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
は
、
中
心
市
街
地
と
十
五
の
地
域
拠
点
に
都
市
機
能
を
集
積
し
、
そ
れ
ら
を
公
共
交
通
で
結
ん
だ
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「
持
続
可
能
で
創
造
的
な
多
核
連
携
都
市
」
の
形
成
に
つ
い
て
提
案
し
、
選
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
は
、
国
の
支
援
等
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 最

後
に
、
平
成
二
十
七
年
「
海
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

一
昨
日
の
六
月
四
日
、
国
か
ら
「
海
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
の
決
定
通
知
書
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
「
海
フ
ェ
ス
タ
」
は
、「
海
の
日
」
本
来
の
意
義
を
再
認
識
し
、
広
く
国
民
の
海
に
対
す
る
関
心
を

喚
起
す
る
と
と
も
に
、
地
域
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
、
海
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
七
年
は
本
市
を
含

む
有
明
海
沿
岸
地
域
の
七
市
一
町
で
開
催
を
い
た
し
ま
す
。 

今
後
は
、「
つ
な
ぐ 

ひ
ろ
が
る 

有
明
の
海
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
来
年
七
月
の
熊
本
開
催
に
向
け

ま
し
て
、
関
係
自
治
体
等
と
連
携
し
、
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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そ
れ
で
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
バ
ス
事
業
者
等
が
導
入
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
関
連
し
た
助
成
経
費
や
水
銀
含

有
廃
棄
物
等
の
分
別
収
集
関
係
経
費
の
ほ
か
、
国
・
県
の
補
助
内
示
に
伴
う
経
費
な
ど
今
後
の
業
務
推
進

上
や
む
を
得
な
い
も
の
を
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
、
補
正
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
般
会
計
に
お
い
て
、
九
億
八
千
二
百
三

十
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
二
千
八
百
九
十
八
億
九
千
二
百
三
十
万
円
、
企
業
会
計
に
お
い
て
、

三
千
五
百
八
十
五
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
九
百
三
億
五
千
八
百
一
万
円
と
な
り
、
合
計
で
は
補

正
額
十
億
千
八
百
十
五
万
円
、
補
正
後
の
予
算
額
は
五
千
七
百
九
十
三
億
八
千
三
百
十
八
万
円
と
な
り
ま

し
た
。 

補
正
後
の
予
算
を
前
年
同
期
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
〇
・
九
％
の
減
、
企
業
会
計
で

は
九
・
八
％
の
増
と
な
り
ま
す
が
、
全
体
の
合
計
額
で
は
一
・
〇
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

主
な
内
容
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
国
の
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
「
が
ん
ば
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る
地
域
交
付
金
」
を
活
用
し
た
公
共
投
資
の
拡
充
と
し
て
、
道
路
の
整
備
や
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
、
公
設

運
動
施
設
の
設
備
改
修
等
に
係
る
経
費
、
約
三
億
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
県
の
基
金
を
活
用
し
た
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、
福
祉
や
子
育
て
、
経
済
な
ど
幅
広
い
分

野
に
お
け
る
雇
用
拡
大
や
処
遇
改
善
に
向
け
、
平
成
二
十
七
年
度
の
債
務
負
担
行
為
も
含
め
、
九
事
業
で

約
二
億
九
千
七
百
万
円
を
計
上
し
、
新
た
に
八
十
八
人
の
雇
用
創
出
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
主
な
内
容
を
部
門
別
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
財
政
部
門
で
は
、
税
制
改
正
に
伴
う

課
税
業
務
に
関
連
し
た
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
健
康
福
祉
子
ど
も
部
門
で
は
、
補
助
内
示
に
伴
い
ま
し
て
、
老
人
福
祉
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
設
置
に
対
す
る
助
成
や
、
児
童
福
祉
施
設
の
小
規
模
化
工
事
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
ほ
か
、
水
痘

及
び
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
法
定
化
に
伴
う
委
託
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
環
境
部
門
で
は
、
水
銀
フ
リ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
、
本
年
十
月
か
ら
開
始
し
ま
す
蛍
光
管
な

ど
の
水
銀
含
有
廃
棄
物
等
の
分
別
収
集
及
び
適
正
処
理
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 
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次
に
、
農
水
商
工
部
門
で
は
、
熊
本
労
働
局
と
連
携
し
、
東
区
役
所
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
サ
テ
ラ
イ
ト
を

設
置
し
ま
す
経
費
や
、
補
助
内
示
に
伴
う
海
路
口
漁
港
の
浚
渫
経
費
の
ほ
か
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
要
し
た
経
費
、
ま
た
、
豚
流
行
性
下
痢
対
策
と
し
て
消
毒
薬
の
購
入
経
費
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
経
費
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
観
光
文
化
交
流
部
門
で
は
、
熊
本
城
復
元
整
備
基
金
へ
の
平
成
二
十
五
年
度
下
半
期
に
お
け
る

寄
附
金
積
立
金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
都
市
建
設
部
門
で
は
、
バ
ス
事
業
者
等
が
導
入
す
る
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
シ
ス
テ
ム
に
、
全
国

相
互
利
用
型
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
可
能
と
な
る
機
能
を
付
加
す
る
経
費
の
助
成
や
、
花
畑
公
園
再
整
備

に
向
け
、
同
公
園
に
あ
り
ま
す
記
念
碑
の
搬
出
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
教
育
部
門
で
は
、
国
の
英
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業
の
採
択
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
モ
デ

ル
地
域
の
小
中
学
校
等
に
お
け
る
英
語
教
育
の
指
導
方
法
を
研
究
す
る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
企
業
会
計
で
す
が
、
交
通
局
に
お
き
ま
し
て
、
交
通
局
前
電
停
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
要
す
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る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
が
、
補
正
予
算
の
歳
出
の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
賄
う
財
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出

に
見
合
う
特
定
財
源
及
び
繰
越
金
を
充
当
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
条
例
議
案
で
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、「
熊
本
市
地
域
防
災
計
画
に

定
め
る
大
規
模
な
工
場
そ
の
他
の
施
設
の
用
途
及
び
規
模
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
の
制
定
に
つ

い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
水
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
洪
水
時
の
浸
水
の
防
止
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

大
規
模
工
場
等
を
本
市
の
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
た
め
の
基
準
に
つ
い
て
、
こ
の
条
例
で
規
定
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
末
尾
に
簡
単
な
理
由
を
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
説
明
を
省
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
う
え
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


